


②つめる

5回目のチェンジ

中期経営計画



5回目のチェンジ

1997

CHANGE
rd

OEM/ODM型生産へ移行

「ローリーズファーム」の
ストアブランド展開を開始

3

1973

紳士服業態から
メンズカジュアルに転換

1st
CHANGE

2025

CHANGE
th5

2024年12月に5thチェンジ フェーズ１として
「株式会社アンドエスティ」を分社化。

1982

チェーンストア制度導入

インポートカジュアルショップ
「ポイント」開業

2nd
CHANGE

2010

CHANGE
4 th

垂直統合型SPAに転換

商品企画・生産機能を内製化

Play fashion!
プラットフォーマー へ

「マルチブランド×SPA」
から



I D LTVもっとたくさんのお客さまと

つながる

新たなコミュニティと接続し
つながりを大きくする

オープン化グローバル化 マルチカテゴリー マルチカンパニー

お客さまのワクワクのために

ID(顧客基盤)×LTV(顧客生涯価値)をコアに
Play fashion!プラットフォーマーとして成長

より多くのお客さまの毎日を、ワクワクさせる

もっとたくさんのワクワクが

ひろがる

カテゴリーやコンテンツを拡大し
お客さまの選択肢をひろげていく

プラットフォーム化



2030年に目指す事業構造

グループ価値創造の基盤

グローカル
化

マルチ
カンパニー化

Play fashion!
プラットフォーマー

オープン化

グローバル事業

ブランドリテール事業

マルチ
ブランド

and ST
会員基盤

リアル店
舗・スタッ

フバリュー
チェーン/DX

機動性

プラットフォーム事業

グループ価値拡大のアクセル

グループ価値革新のエンジン

売上高 400億円
営業利益率８%
海外売上高比率 10%

売上高 3,400億円
営業利益率７.2%（連結消去後 5.8%）

GMV(流通総額) 1,000億円
売上高 340億円（連結消去後 200億円）

営業利益率 31%（連結消去後 22%）

1,000億円
GMV(流通総額)

4,000億円連結売上高

８%
連結営業利益率



売上高目標

2030年売上高 4,000億円 CAGR  6.6%

⚫ プラットフォーム事業

⚫ グローバル事業

⚫ ブランドリテール事業

・アダストリア
集中投資ブランド：アンドエスティストア、グローバルワーク、ラコレ、ジョージズ

2,331億円→2,800億円

・マルチカンパニー
エレメントルール、BUZZWIT、ゼットン

395億円→600億円

＋M&A（海外含む）
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売
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3,000

4,000
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2025/2期 2030/2期

ブランドリテール
（アダストリア）

ブランドリテール
（マルチカンパニー）

グローバル

プラットフォーム

＋M&A
（海外含
む）

176億円→400億円
（米国事業除く）

2030年2月期2025年2月期

340億円
連結消去後 200億円

2030年2月期

2030年2月期2025年2月期

2030年2月期2025年2月期

500億円～1,000億円



自社ECからプラットフォームへの変革

「ドットエスティ」から「アンドエスティ」へ。

オンライン、オフラインともにコンテンツを拡充し

Play fashion!プラットフォームのコアとして

多くのお客さま、企業とのつながりを共創していきます。

リアル店舗のスタッフが有する影響力という強みを

“アパレルを売る”領域以外へと拡張。

本気でオススメするモノ、コト、サービスを共に作り、共に発信。

よりお客さまとの関係性を強固なものへとしていきます。

Premium

Lifestyle Beauty Food

ヒトでつながり、コンテンツをひろげる。



プラットフォーム事業：「and ST」トピックス
モール オープン化 積極推進

and ST TOKYO (旗艦店)2025年4月24日 原宿駅前にオープン 楽天経済圏のドッキング：2025年9月スタート

and ST会員さまならリアルでもECでも

3つのポイントが同時に貯まる・使える
※業界初！

and ST 会員さまのベネフィットを最大化する

トリプルポイント

※店舗イメージパース

取扱ブランド総数

59ブランド

グループ外ブランド

※2025年3月末日時点

27ブランド

直近1年間の新規出店ブランド

22ブランド

主なブランド

26年2月期/出店予定数

4月16日新規オープン

※ グループ外ブランド

プロデュースサービスの実績拡大

「サッカーショップKAMO」
のオリジナルアパレルLabelのプロデュース
及びクリエイティブの制作

アパレルライン
「PEACH JOHN FASHION」
のプロデュース及び生産業務

新規出店トピック

23ブランド

※ グループ外ブランド



KPI＝ECモールGMV計画と重要指標

2030年2月期にはECモールGMV1,000億円を目指し、アクティブ会員数（ID指標）とユーザーの購入回数（LTV指標）を高めていく。

GMV

※グループ内：外比

外販比率

97:3

403 億円

他社ブランド

2025年2月期（実績） 2030年2月期

グルー
プ
ブラン
ド

60:40

1,000億円

GMV

外販比率

※グループ内：外比

グルー
プ
ブラン
ド

他社
ブラン
ド

750万人 1,100万人

2030年2月期中期目標2025年2月期

アクティブ会員数

ユーザ一人当たりの年間平均購入回数

3.0回 4.5回

ECモール GMV計画 重要指標

2030年2月期中期目標2025年2月期

1,970万人 2,600万人

2030年2月期中期目標2025年2月期

総会員数

※ 上記GMVは、リアル店舗の売上高を含まないECサイト「and ST」の数値 ※ 上記会員数は、リアル店舗会員含む



グローバル事業の成長戦略

タイ
2024年7月に2号店を出店

フィリピン
2024年12月に1号店を出店

その他
現地企業(ブランド)との協業、
情報収集、事業展開検討

グレーターチャイナ

中国大陸
14店舗展開
and STOREを上海にオープン

香港
29店舗展開、
マルチブランド戦略の拡大

台湾
81店舗まで拡大、自社EC展開
マルチブランド戦略の深化

東南アジア

niko and ... 
BANGKOK 旗艦店

niko and ... 
SMモールオブアジア店

米国

東南アジアに
集中投資

戦略的撤退

グレーターチャイナはマルチブランド戦略による安定成長、東南アジアはプラットフォームモデルも活用して成長を加速。

※ 店舗数は2025年2月末時点



グローバル事業 定量計画とKPI

グレーターチャイナは安定成長、東南アジアは投資の強化を行い、2029年12月期に海外売上高400億円を目指す。

2029年12月期

海外売上高

東南アジア売上比率

25%

400億円

※ 海外法人は12月期決算のため、2024年12月期は2025/2期（連結）、2029年12月期は2030年2月期（連結）となる
※ 東南アジア売上比率は海外売上高に対する割合
※ 2029/12期海外売上高目標には米国事業を含まない

4億円

300億円

100億円

172億円

グレーターチャイナ

東南アジア

海外売上高

東南アジア売上比率

2024年12月期（実績）

2%

176億円

（米国事業除く）

グレーターチャイナ

東南アジア



BUZZWIT

Z世代を中心とした
新規ブランドの創出

売上高 200億円

【2025年2月期：123億円】

高価格帯
セレクトマーケットの

開拓

●顧客ニーズの細分化を捉え

新ブランドの迅速な立ち上げ

●and STへの出店など

販売チャネルの拡大

●ポップアップ店舗など

お客さまとの接点の拡張

エレメントルール

売上高 220億円

【2025年2月期：126億円】

ゼットン

人が集う
「場づくり」としての

飲食事業の拡大

売上高 180億円

【2025年2月期：146億円】

●収益性が見込める業態を

グループのシナジー
を生かして、効率的に展開
(例：店舗開発力など)

●台湾など、

アジアでの事業展開に着手

グループの中核として
収益性を高め
継続的に成長

アダストリア

売上高 2,800億円

【2025年2月期：2,331億円】

各社のミッションと戦略

グループ内
ミッション

戦略

売上高目標
（2030年2月期）

●グローバルワークや

ラコレへの集中投資

●厳選したエリアへの

出店やリロケーション

●ブランディング強化

●接客と販促強化で

ハイエンド層の顧客基盤を構築

●１店舗当たり売上の引き上げと

好立地への厳選出店による
売上利益の拡大

それぞれのミッションの下に戦略とKPIを策定し、事業を運営していく。

※ アダストリアの2025年2月期の売上高には、2025年3月に吸収合併したトゥデイズスペシャルの売上高を含む



アダストリアの戦略

注力ブランドへの集中投資 出店戦略のアップデート

●出店拡大、カテゴリー拡張

●認知度拡大

●海外進出

●2024年7月に、M&Aによりグループイン

●ブランディング強化、アパレル比率向上

積極的な出店で、100億円超ブランドへ

●コア商品戦略

●国内店舗の積極出店、増床、効率化

●グローバル事業の強化

グループの中核であるアダストリアでは、投資の選択と集中を行うことで、収益性を高め、継続的に成長していく。

店舗の大型化
●効率的な運営を可能にし

人手不足や賃金増に対応

and STストア
への集約

●郊外を中心に、集約することで

高い収益性を実現

都市部への
積極出店

●都市部人口の増加に対応



ブランドリテール事業 定量計画とKPI

売上高

営業利益率

ブランドリテール事業全体でも、ポートフォリオを管理し、収益性を高めながら成長を継続。

5.3%

（連結消去後※4.2%）

2,726億円

売上高

営業利益率

3,400億円

7.2%

（連結消去後5.8%）

2030年2月期2025年2月期（実績）

※ グループ間のポイント取引による。2025年2月期は試算によるもの

CAGR 4.5%



HD体制への移行

2025年9月1日よりHD体制への移行を予定。アンドエスティHDは様々な個性を持つグループ会社をまとめあげる。
HD体制とすることで、グループにない特色を持つ企業のM&Aを加速させ、マルチカンパニーを実現させる。

アンドエスティHD

アンドエスティ
Play fashion!
プラットフォーマーの中心

M&A

マルチカンパニーへ

を加速させ、

中国大陸

香港

台湾

タイ

海外子会社

アダストリア

エレメントルール

BUZZWIT

ゼットン

マルチブランド戦略の核

高価格帯

Z世代を中心とした
EC専属ブランド

飲食事業M&A

ｶﾘﾏｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

ｱﾀﾞｽﾄﾘｱ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ

ライセンスブランド

プラットフォーマーとしての
物流業務等

トゥデイズスペシャル 雑貨周辺領域の拡充
※2025年3月にアダストリアに吸収合併

WeOur

M&A

障がい者雇用の促進と
業務の総合的なサポートを提供

米国 M&A

M&A

※戦略的撤退の予定

フィリピン JV
JV



サステナビリティの中長期ロードマップ

サステナブル素材開発の促進と対象商品の拡大

サステナブルを価値とし商品・サービスへ反映・拡大

省エネ設備、省エネ活動の推進とデベロッパー等との連携

再生可能エネルギーなどの環境価値の調達

サステナブル素材の標準化

需要予測向上と在庫ロスの削減

古衣料の回収促進と行政・外部パートナーとの協働

2030年まで 中期目標 長期目標（2050年）

女性キャリア形成など多様な人財への教育と投資

安心安全な職場環境と健康風土の醸成、従業員への健康投資

対話を通じた生産委託工場の労働条件、事業環境のアドバイザリー

サプライチェーンでの事業活動の見える化と開示情報の透明性の確保

サステナブル
原料・加工
50％以上

中間目標の設定
※国際水準に適合
したものを策定中

アパレル・雑貨で
資源循環システムの構築

サステナブル
原料・加工

100％を目指す

カーボン
ニュートラル

の実現

全事業で資源循環
システム構築

テクノロジー進化の取り入れ

リユース・リサイクル
スキームの拡充

2026年2月期までに女性の
上級管理職30％、
管理職以上45％

※新たな目標策定の検討中

健康経営優良法人
ホワイト500の認定

サプライヤーとの
パートナーシップを拡充し、
生産背景の可視化を進める

DE＆Iが企業文化に定着し、
優秀な人財の育成と

還流が行われ、プラット
フォーマービジネスに
適した人財を輩出

ビジネスパートナーとの共創
を促進し、持続可能でエシカ
ルなサプライチェーンを構築

従業員の多様な個性やスキルに
応じた育成プログラムの確立



収益性

成長ブランドへの

集中と

プラットフォーム化

資本効率性

店舗と在庫を

持たない

事業の拡大

成長の
継続性

財務
レバレッジ

財務健全性に

配慮しつつ

M&Aに負債を活用

資本コスト
低減

持株会社制で

事業ごとの収益

を可視化

成長と還元を

両立する

投資計画

プラット

フォーム事業の

拡大とM&A

下限として4.5%

30%以上を

維持し

EPS成長

キャピタル
アロケーション

配当性向 DOE

企業価値向上

資本政策および株価を意識した経営

ROE PER 株主還元






